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熊
本
県
日
中
協
会
主
催
の

「
二
大
世
界
遺
産
の
旅
」
の
訪

中
団
（
柏
木
団
長
）
が
十
月
十

九
日
（
月
）
か
ら
二
十
三
日

（
金
）
ま
で
、
十
人
が
参
加
し

て
山
東
省
の
各
地
を
旅
し
ま

し
た
。 

福
岡
か
ら
の
直
行
便
で
青

島
へ
。
済
南
へ
の
途
中
・ 

博

で
十
三
年
前
に
高
速
道
建
設

中
に
発
見
さ
れ
た
「
殉
馬
坑
」 

と
斉
国
古
城
博
物
館
は
、
当
時

の
激
戦
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

済
南
で
は
、
天
下
の
名
泉
「 

              

      

突
泉
」
で
多
く
の
市
民
が
憩

い
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
夕
刻
、
山
東
大

学
で
日
本
語
学
科
の
学
生

と
和
や
か
に
交
流
会
を
開

き
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
泰
山
へ
。
秦
の

始
皇
帝
ら
歴
代
皇
帝
が
崇

拝
し
た
「
聖
山
」
に
は
、
奇 

岩
絶
壁
に
築
か
れ
た
七
千

段
の
石
段
を
登
る
人
の
列

が
絶
え
ま
な
く
続
い
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
訪
中
団 

一
行
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
。 

 

             

           頂
上
ま
で
全
員
完
歩
、
山
頂

で
は
当
時
の
皇
帝
た
ち
に

思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。 

曲
阜
は
孔
子
の
生
誕
地
。

孔
子
と
一
族
が
眠
る
「
孔
林 

」
に
は
、
な
ん
と
十
万
を
超 

え
る
お
墓
が
あ
り
ま
す
。 

孔
子
を
祀
る
「
孔
子
廟
」
、 

 

              
龍
の
柱
が
見
事
。
帰
国
の
朝
、

ド
イ
ツ
の
租
界
地
時
代
の

建
物
が
残
る
青
島
を
小
魚 

                               

山
か
ら
展
望
、
異
国
情
緒
を

味
わ
い
な
が
ら
帰
国
の
途

に
つ
き
ま
し
た
。 
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「
二
大
世
界
遺
産
の
旅
」
の

訪
中
団
は
、
山
東
省
の
省
都
・

済
南
の
名
門
校
、
山
東
大
学
を 

訪
問
。
中
国
を
よ
り
深
く
理 

               

解
し
、
交
流
を
深
め
る
目
的

で
、
同
大
学
の
外
国
語
学
院

日
本
語
学
科
学
生
約
三
十

人
（
主
に
一
、
二
年
生
）
と

交
流
会
を
催
し
ま
し
た
。 

キ
ャ
ン
パ
ス
を
紹
介 

同
学
科
の 

永
風
・
主
任

副
教
授
が
訪
中
団
を
日
本

語
で
紹
介
。
次
い
で
、
学
生

た
ち
が
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
や
学
生
生
活
な
ど
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
。
八
年
前
、

同
学
科
に
設
立
さ
れ
た
日

本
語
文
化
協
会
の
学
生
は
、

富
士
山
の
絵
を
あ
し
ら
っ

た
ス
ラ
イ
ド
を
制
作
。
日
本

人
と
の
日
本
語
で
の
交
流

風
景
を
描
い
て
笑
い
を
誘

い
ま
し
た
。
中
に
は
日
本
時 

 

              

事
新
聞
を
毎
週
作
っ
て
、
食

堂
に
張
り
出
し
て
い
る
学

生
も
。 

柏
木
会
長
が 

「
ぜ
ひ
熊
本
へ
」 

こ
の
後
、
柏
木
団
長
が
熊

本
県
日
中
協
会
の
設
立
趣

旨
を
説
明
。
「
私
た
ち
の
協

会
は
（
先
人
た
ち
が
築
い

た
）
中
国
と
の
深
い
友
情
で

結
ば
れ
、
毎
年
、
春
節
で
は

中
国
人
留
学
生
招
い
て
交

流
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
さ
ら
に
「
皆
さ
ん
が
日

本
を
知
ろ
う
と
努
力
さ
れ

て
い
る
の
に
感
激
し
ま
し

た
。
熊
本
に
も
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
」
。 

               

 

最
後
に
、
同
大
学
か
ら
の

希
望
で
購
入
、
持
参
し
た
日

本
の
専
門
書
や
若
者
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
、
合
わ
せ

て
十
数
冊
を
贈
呈
。
日
本
語

学
科
前
で
記
念
撮
影
し
て 

                            
別
れ
ま
し
た
。 

同
大
学
と
熊
本
大
学
と

は
交
換
留
学
制
度
が
あ
り
、
、

昨
年
、
熊
大
に
留
学
し
た
二

人
の
女
子
学
生
も
こ
の
交

流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

                            

      

                            

山東大学を紹介す

る学生 

殉
馬
坑
に
横
た
わ
る

馬
の
骨
群 

チ
ン
タ
オ
の
租
界
地 

豊富な水が湧き

出る趵突泉 

曲阜で電気自動車に

乗り込む訪中団員 
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熊
本
県
日
中
協
会
主
催

の
講
演
会
「
中
国
を
知
ろ

う
」
が
十
月
十
八
日
（
日
）

午
後
二
時
か
ら
、
熊
本
市
水

道
町
の
パ
レ
ア
熊
本
十
階

会
議
室
で
、
熊
本
県
立
大
学

の
上
拂
耕
生
・
准
教
授
を
講 

               

      

師
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

会
場
に
は
協
会
会
員
な

ど
約
三
十
人
が
出
席
。
柏
木

会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
「
建

国
六
十
周
年
、
中
国
は
今
後

ど
う
な
る
の
か
」
と
題
し
て

講
演
。 

全
世
界
が
注
目
し
て
い

る
中
、
中
国
政
府
が
抱
え
る

様
々
な
問
題
や
共
産
党
政

権
は
今
後
も
続
く
の
か
、
な

ど
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説

明
。 

 

              

      

医
療
費
な
ど
問
題
山
積 

ま
ず
国
が
抱
え
る
問
題

と
し
て
、（
１
）
環
境
（
２
）

失
業
（
３
）
民
主
・
人
権
・

法
律
（
４
）
貧
富
の
差
の
拡

大
（
５
）
医
療
費
―
を
今
後

の
課
題
と
し
て
列
挙
。 

「
行
政
訴
訟
」
は
あ
る
が 

ま
た
、
民
主
化
へ
の
道
と

し
て
、
情
報
公
開
制
度
が
あ

る
が
不
合
理
な
理
屈
で
拒

否
さ
れ
、
法
治
の
実
現
へ
の

道
と
し
て
行
政
訴
訟
制
度

が
あ
る
が
、
実
態
は
法
規
定 

             

 

に
従
っ
て
正
し
く
運
用
さ

れ
て
い
な
い
ー
と
指
摘
。 

ガ
ス
抜
き
的
改
革
で
は 

今
後
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の

一
国
で
あ
り
、
軍
事
力
の
増

大
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
大
幅
な
伸
び
、

国
際
的
な
発
言
力
が
増
す

中
で
、
国
内
外
の
批
判
を
か

わ
し
な
が
ら
、
現
政
権
・
現

体
制
の
「
正
統
性
」
「
正
当

性
」
を
維
持
し
、
「
ガ
ス
抜

き
的
改
革
」
で
本
質
的
に
は

変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
分

析
。 最

後
に
参
加
者
の
質
問

が
あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

  

  

熊
本
県
日
中
協
会
の
平

成
二
十
一
年
度
第
二
回
理

事
会
が
、
十
二
月
九
日

(

水)

午
後
三
時
か
ら
、
熊

本
市
国
際
交
流
会
館
で
、

約
三
十
人
が
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。 

会
に
先
立
ち
、
十
一
月

に
亡
く
な
ら
れ
た
理
事
の

河
津
龍
介
氏
に
黙
祷
を
さ

さ
げ
、
会
長
の
挨
拶
の
後
、

議
事
に
入
り
、
春
節
祝
賀

会
に
つ
い
て
二
月
二
十
三

日(

火)

開
催
の
執
行
部
案 

                    を
全
会
一
致
で
決
定
。 

次
い
で
柏
木
会
長(

議

長)

が
来
年
開
催
の
上
海
万

博
へ
の
事
業
参
加
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説

明
。
参
加
す
る
こ
と
で
承
認

を
得
ま
し
た
。
今
後
、
県
な

ど
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

取
り
組
み
方
な
ど
具
体
的

な
案
を
検
討
し
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
新
入
会
員
法
人
二

団
体
、
個
人
五
名
が
紹
介
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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国
際
交
流
や
国
際
協
力

を
行
う
民
間
団
体
の
集
い
、

「
第
十
六
回
熊
本
国
際
交

流
祭
典
」
が
十
一
月
一
日

（
日
）
、
熊
本
交
通
セ
ン
タ

ー
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
（
熊
本
県
国
際
協
会

主
催
） 

各
団
体
の
活
動
を
紹
介

す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
バ
ザ

ー
、
民
族
衣
装
・
着
物
・
茶

道
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
所
狭
し
と
並
び
、
会
場
は

お
祭
り
一
色
。
日
中
協
会
も

世
界
の
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

に
出
展
。
中
国
茶
を
ふ
る
ま

い
ま
し
た
。 

                 

以
下
、
会
場
の
模
様
ア
ラ

カ
ル
ト
で
す
。 

                                

    

熊
本
県
中
国
残
留
孤
児

等
対
策
協
議
会
（
中
対
協
）

の
中
国
帰
国
者
交
流
会
が

十
一
月
二
十
六
日
、
山
鹿
市

の
愛
隣
農
園
で
帰
国
者
ら

四
十
二
名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

中
対
協
が
熊
本
県
日
中

協
会
に
委
託
し
て
い
る
事

業
の
一
環
。
中
対
協
会
長
で
、

日
中
協
会
顧
問
で
も
あ
る
、

三
浦
一
水
前
参
議
の
ご
好 

                  

             意
で
ミ
カ
ン
狩
り
が
実
現
。 

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、

大
型
バ
ス
か
ら
降
り
た
帰

国
者
ら
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
ミ
カ
ン
山
へ
向
か
い
ま

し
た
。
早
速
収
穫
し
た
ミ
カ

ン
を
口
に
ほ
お
ば
り
、
「
甘

い
」
を
連
発
す
る
人
も
。 

一
息
入
れ
た
あ
と
は
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
。
帰
り
は
お
土

産
の
ミ
カ
ン
を
袋
い
っ
ぱ

い
に
入
れ
て
、
楽
し
い
一
日

を
過
し
ま
し
た
。 

        

     

今
回
は
山
東
省
の
訪

中
記
、
交
流
を
交
え
た
紙

面
に
な
り
ま
し
た
。
現
地

の
日
本
語
熱
も
盛
ん
で
、

彼
ら
の
情
熱
に
圧
倒
さ

れ
気
味
で
し
た
。 

泰
山
と
曲
阜
は
歴
史

も
古
く
、
ホ
テ
ル
・
食
事

の
内
容
も
良
か
っ
た
だ

け
に
、
参
加
者
が
少
な
か

っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。 

今
年
で
協
会
参
加
三

回
目
の
国
際
交
流
祭
典

に
も
、
日
中
協
会
員
の
関

心
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。 

講
演
会
は
深
く
掘
り

下
げ
た
、
滅
多
に
聴
け
な

い
中
国
問
題
に
、
熱
い
質

問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
今

後
も
中
国
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
目
的

で
、
新
た
な
講
演
会
も
準

備
中
で
す
。
ど
う
か
ご
期

待
く
だ
さ
い
。 

 （
機
関
紙
編
集
委
員
会
・ 

小
串 

照
彦
） 

 

記
念
撮
影
に
収
ま
る
外

国
と
日
本
の
友
人
た
ち 

県
日
中
協
会
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
中
国
茶
で

お
も
て
な
し 

 


